Express 5800 

Windows のマイグレーション実施時の手順について 

(Windows) 


標準 SCSI 接続のハードディスクドライブを起動ディスクとして使用していたシステムを HostRAID の RAID 1 に移 
行する場合、以下の手順でハ _ ドディスクドライブのマイグレ _ ションをします。ディスプレイ装置やキ _ ボ _ ド、 
CD - ROM ドライブ(フロッピーディスクドライブ)が必要になりますので、標準で実装されていない場合は、準備を 
お願いします。 

こでは 、 Windows Server 2003での手順を中心に記載します 。 Windows 2000での手順や操作結果の差分に 
ついては「ヒント」で説明しています。また、 Linux オペレーティングシステムがインストール済みのモデルの場合 
は、別冊の説明書を参照してください。 

重要 

■ マイグレーションには、「 EXPRESSBUILDERJCD-ROM が必要です。準備してください。 

-ダイナミックディスクにアップグレードしているハードディスクドライブはマイグレーションをすることはできませ 
ん。また、マイグレーション実施後も、ダイナミックディスクの動作は保障できません。 

■ マイグレーションすることができる RAID レベルは、 RAID1 のみです。単体ディスクとしての使用は動作を保 
障できません。また、 RAID0 への移行はできません。 

-何らかの予期せぬ障害や手順の誤りによりマイグレーションが失敗した場合、システムの復旧が行えませ 
ん。マイグレーションを行う前に必ずバックアップをとってください。 

-マイグレーション作業開始時は、 RAID1 を構築するためのハードディスクドライブ(コピー先)を取り付けてい 
ない状態で実施してください。ハードディスクドライブ(コピー先)は、手順16.で取り付けてください。 

マイグレーションには、 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM が必要です。準備してください。 

1 . 「スタ _ 卜」メニュ _ から 「すベてのプログラム」—「 管理ツ ール」—「コンピュータの 管理」を起動する。 




















[デバイスマネー ジャ] を選択し [ SCSI と RAID コントローラ]のツリーを表示する。 

現在使用している SCSI ドライバ名を確認します。 

ヒント 

確認した SCSI ドライバ名は、後述の手順12.で必要になりますので必ずメモを取ってください。 

以下の手順では、現在使用しているドライバが 「Adaptec AIC - 7901 - Ultra 320 SCSI 」 である場合を想定しています。 
手順中の 「Adaptec AIC - 7901 - Ultra 320 SCSI 」 の表記は、使用している機種に適合した Driver に読み替えてください 0 



「コンピュータの管理」のウィンドウを閉じます。 

[コントロールパネル]— [ハー ドウエアの追加]を起動する。 [ハー ドウエアの追加ウィ ザー ド]が表示されます。 
RAID 1 を構築するためのハードディスクドライブ(コピー先)を取り付けていない環境で実施してください。 

ヒント 

Windows 2000の場合は [ハー ドウエアの追加と削除]を起動します。 


[次へ]をクリックする。 


b —ド Oi ア®追加ウィサード 


枝索しています。し a らく &待ちください… 



最近コンピュ-夕に掊続されたが、まだインストルされていない八'-ドウエアを検索しています。 


く戻る(旦〉|次へ⑽> | キャンセル 






















[はい、ハー ドウ I アを接続い:います。 ] を選択し、 [次へ] をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合は[ディスクの追加/トラブルシューティング]を選択します。 



処理完了後、[新しいハードウ I アデバイスの追加]を指定し、 [次へ] をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合は[ハードウエアデバイスの選択]ウィンドウの[新しいデバイスの追加]を選択してください。 


b —ドウ I アの追加ウィサード 


>欠®八ードウ： C アはコンピュータ上 t インストールされています。 



をクリックし 


一覧にないハードウ I アを追加するには、澌しい八ードウ： E アデパイスの追加]をクリックしてください。 


インストールされてい&トドウ I ア ( N ): 

令汎用 USB ハブ 」 

令 NEC USB Hub 
令 Y-E Data USB Floppy 

C^TEAC USB CD-ROM Drive _ 


pUV トドウ： c アデパイスの追加 


く戻る迫）」次へ ( N >> ] _キやンセル」 


[一覧から選択したハードウエアをインストールする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合は[新しいハードウエアの検索]ウィンドウの[いいえ、一覧からハードウエアを選択します]を選択してくだ 
さい0 


































[ SCSI と RAID コントローラ] を 選択し、 [次へ]を クリック する。 

ヒント 


Windows 2000の場合は[ハードウエアの種類]の [ SCSI と RAID コントローラ]を選択してください。 


b —ド Oi アの追加〇ィサード 


次®—覧からインストールするハードウ: t アの種類を逗択してください。 



希望すかトドウ I アのカテゴリが見つからない埸合は、[すべてのデパイスを表示]をクリックしてくださ U 


共通ハ-ドウ I アの種類妙 


すべてのデパイスを表示 

▲ 

394パスホストコント□'■ラ 


QIDE ATA/ATAPI コント□ぅ 


1 PCMCIA アダプタ 

— 

^^■從抑羅■篇| 


j イメージンヴデパイス 


サウンド、ビデオ、およびゲームコントローラ 


3 システムデパイス 

_ J 


く戻る迫）」次へ ( N >> ] _キャンセル」 


[ディスク使用]をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合は[デバイスドライバの選択]の[ディスクの使用]をクリックしてください。 


トード Oi アの追加〇ィサード 


こ®八ードウ：[アのたインストールするデパイスドライバを S 択してくださ U * 



4 


製适元 


5?ル i * 

Adaptec 

Compaq 

Mylex 


^Adaptec AIC -7901 - Ultra 320 SCSI 

2^ Adaptec AIC -7902 - Ultra 320 SCSI 
^Adaptec AIC -7902 B - Ultra 320 SCSI 
、* Adaptec SCSI Card 29320 - Ultra 320 SCSI 


酤 こ®ドライパはデジタル署名されていま寸。 ディスク使用砂 …I 

ドライパの男名が垂垔な珣由 - 


<戻る⑻」次へ妙〉1_キャンセル」 




























11. [製造元のファイルのコピー元]にドライバの格納フォルダを指定して [ OK ] をクリックする。 

モデルの一覧が表示されます。 

ヒント 

-ドライバは次のディスクからインストールすることができます。 

- CD - ROM ドライブに [ EXPRESSBUILDER ] CD - ROM をセットして EXPRESSBUILDER からインストールする。 

— EXPRESSBUILDER で作成した OEM - FD (サボートディスク)をフロッピーディスクドライブにセットしてサボートディスク 
からインストールする。 

■ 格納先については、サポ _ トディスクを使用する場合はサポートディスクをセットしたフロッピ _ ディスクドライブを、 
「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を使用する場合は以下のディレクトリを指定してください。 

- Windows Server 2003の場合： D :¥ WINNT ¥ OEMFD ¥ DOTNET ¥ FD 1 

- Windows 2000の場合： D :¥ WINNT ¥ OEMFD ¥ W 2 K ¥ FD 1 

※ “ D : ” は CD - ROM ドライブを指定してください。 



12. 使用している機種に適合した HostRAID ドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

ヒント 

-選択するドライバは機種ごとに違います。 


手順2.で確認した SCSI ドライバ名を元に以下を参照し選択してください。 


SCSI ドライバ'名 

HostRAID ドライバ'名 

Adaptec AIC-7901 - Ultra320 SCSI(420Ma のみ） 

Adaptec AIC-7901 A 

HostRAID driver 

Adaptec AIC-7901 - Ultra320 SCSI(420Ma 以外） 

Adaptec AIC -7901 

HostRAID driver 

Adaptec AIC—7902 - Ultra320 SCSI 

Adaptec AIC - 7902 

HostRAID driver 

Adaptec AIC-7902B - Ultra320 SCSI 

Adaptec AIC - 7902 B 

HostRAID driver 


以下の手順では、選択するドライバが 「Adaptec AIC - 7901 HostRAID Driver 」 である場合を想定しています。 

手順中の 「Adaptec AIC - 7901 HostRAID Driver 」 の表記は、使用している機種に適合した Driver に読み替えてください 0 






































13. [次へ]をクリックする。 


トード Oi ア ® 追加ウィサード 


八ードウ: t アをインストールする準備ができました0 


インストールする八ードウ：[ア: 



Adaptec AIC -7901 Host RAID driver 


新しいハードウ I アのインストールを姶するには、じ欠へ]をクリックしてください。 



く戻る ( B ) J ] ' ' !| _キゃンセル」 


14. [続行]を選択する。 

ヒント 

[デジタル署名が見つかりませんでした]のウインドウが表示されることがあります。[はい]をクリックしてください。 




このハードウェア： 

Adaptec AIC -7901 Host RAID driver 

を使用するためにインストールしようとしているリフトウ I アは、このパージョン® Win 
dows との互換性を検 E する Wind 謂 s ロゴテストに合格していません。 

( T . の亍ストが垂垔で•ある珅由〉 

インス トールを繞行した場含、 システム®助 作が捐なわれた〇、 システム 
が不安定になるなど、重大な陲筈を引き起こす要因とな5可铯性があり 
ます*今す ぐインス トールを中断し、 Windows ロゴテス トに合格した V フ 
トウ I アが入手可 笛 かどうか、ハードウェア ペン ターに 礒認 されることを、 
Microsoft 袋く お植 1 め します。 


続行切 


I [[ィっス下.こ M ). f ¥： ElS ) l | 


15. [完了]をクリックするか、再起動できる状態であればシステムのシャットダウンを実行する。 

シャットダウンは、手順11.で使用したディスクを取り出してから実行してください。 

ヒント 

Windows 2000 の場合、再起動の要求ウィンドウが表示されます。今すぐ再起動できる状態であれば、[はい]を選択してくださ 
しヽ。後で再起動を行う場合は、[いいえ]を選択してください。マイグレーションの処理は再起動後、継続します。 



16. RAID 1 を構築するためのハードディスクドライブ (コ ピー先)を取り付け、装置の電源を ON にする。 

























17. POST 画面で以下のメッセージが表示されたら、く Ctrl > キーと < A > キーを同時に押して SCSI BIOS ューテイ 
リティを起動する。 

Press < CTRL >< A > for SCSISelect ™ Utility ! 

ヒント 

SCSI BIOS での操作については、「ユーザーズガイド」の「ハードウエア編」一「ディスクアレイ BIOS - SCSI 
Select / HostRAID 」 の章を参照してください。 


18. マイグレーションを行うチヤネルを指定する。 Adaptec SCSI Select Utility が表示されます。 

ヒント 

下図の 「 AIC -9701 at slot 00 02:03:00」の表記は機種ごとに異なります。 SCSI が2チヤンネルある機種では、 


「 AIC -7902 A at slot 00 02:03:00」， 「 AIC -7902 B at slot 00 02:03:01 」というように A チヤンネル, B チヤンネルの 2 つのチヤン 
ネルが表示されることがあります。このような場合は、マイグレーションを実施するハードディスクが接続されているチヤンネル 
を選択してください。 



19. [ Configure/View Scsi Cntroller Settings ] を選択する。 


haaptec \ 〇し 010 elect 、 m ノノ utility V 4 .. づし ! こ ） mpna 4 


- AIC-/901 at slot 00, 02 ： 03：00 - 

Would you like to configure the SCbl controller ， or run the 
SCSI Disk Utilities? Select the option and press く Enter〉• 


- Options - 

Configure/Uiew SCSI Controller Settings 

SCSI Disk Utilities 




















20. [ Configuration ] ボックスの [ HostRAID ] を [ Disable ] から [ Enable ] に変更する。 


SCSISelect(TM) > Utility v 4.3 OS Aloha 4 



<flrrows> move cursor, <Enter> to select option, <Esc> to exit (*=default) 
Adaptec く SCSISelect(TN) > Utility v4.30S flloha 4 





Adaptec く SCSISelect(TM) > Utility v4.30S Alpha 4 

— ;==; - HIC-901 at slot 00, 02：03：'X - 

一 Configuration - 

SCSI Bus Interface Definitions 


SCSI Control ler ID. 7 

SCSI Controller Parity. Enabled 

SCSI Cont roller Termination. Enabled 

Additional Options 

Boot Device Configuration . Press <Enter> 

SCSI Device Configuration. Press <Enter> 

Advanced Configuration . Press <Enter> 

HostRAID. 11 >1 1 1 1 1 1 _ 


<F6> - Reset to SCSI Controller Defaults 
r~ BIOS Information - 


Interrupt (IRQ) Channel.10 

1/0 Port Addresses. 2400 h ， 2000 h 


<flrrows> move cursor. <Enter> to select option. <Esc> to exit (*=default) 

















































21. く ESC> キーを押し、 [Save Changes Mode ?] で[丫 es] を選択する。[〇 ptions] に [Configure/View HostRAID 
Settings] が追加されます。 



; or , < tnter > to select option . < tsc > to exit (に default ノ 


22. [Configure/View HostRAID Setting] を選択し、 [Create] を指定し、 [Create RAID] の画面を表示する0 




flIC-7901 at slot 00, 02:03:00 
^pare, Delete, RebuiId, Uenfy, Bootable - 


D Type Uendor Product size Stat 


0 Hard Drive SEAGATE ST 373453 LC 73GB Free 

1 Hard Drive SEAGATE ST 373453 LC 73GB Free 































23. [Select RAID Type ] で [ RAID -1 (Fault Tolerance )] を選択する。 


Ad.3 [っ te: _niiele:t(TM) > Utility v 4.3 OS Alpha 4 

-- - AI しマ 901 at slot 00, 02:03:00 

- Create RAID - 

ID Uendor Product Size 


0 SEAGATE ST 373453 LC 73GB 

1 SEAGATE ST 373453 LC 73GB 


RAID -〇 (High Performance , No Fault Tolerance ) 

SflID-1 (fault Tolerance) 



= Mirroring Requirements = 
Min 2 drives, Max l drives. 


<flrrows> move cursor, <Enter> accept option, <Esc> exit 


24. [ RAID -1: Select RAID members ] にてスぺースバーを押して、対象ハードディスクドライブを選択する。 

ヒント 

選択されたハードディスクドライブには X マークが表示されます。対象 Disk の指定が終了すると [RAID-1 Build Option] の 
選択画面が表示されます。 















25.「 From 」 が起動ハードディスクドライブ、 「 to 」 がハードディスクドライブ (コ ピー先）の ID となるメニューを選択 
する。 

チェック 

-ハードディスクドライブ(コピー先)にパーティシヨン情報が存在すると選択後、警告メッセージが表示されます。 

■ コピー先の選択を誤った場合、復旧できません。十分に確認してください。 


Adaptec く SCSISelect(TM) > Utility v4.30 

CU し DOT 

= flIC-7901 at slot 00, 

02:03:00 

oe1ect KHi 

D members 


ID 

Uendor Product 

Size 

0 

SEAGATE ST 373453 LC 

73GB 

1 

SEAGATE 81373453 LC 

73GB 


Create new RAID-1 


)V from Q U) to (1) 
Copy from (1)to ( 0) 





26. [Assign RAID Name ] で RAID 1 の名称を指定する。指定した名称は HostRAID 管理ツール 「Adaptec 
Storage Manager - Browser Edition 」 より RAID を識別するために利用します。名称の指定後 、 [Do you 
want to make this array as bootable ] と表示された場合は [ Yes ] を選択します。この場合、 28 項での 
bootable の設定は必要ありません。 



<i>pace> select drives 

<flrrows> move cursor, ^nter/ acceot oqtion, <Esc> exit 
























27. マイグレーシヨンを実施するハードディスクにパーティシヨン情報やブートブロックがある場合図のようなメッ 
セージが表示されます。 「 Yesj を選択する。 


Adaptec く SCSISelect(TM) > Utility v 4.308 Alpha ^ 

fiIC-7901 at slot 00, 02:03:00 — 
Build RAID - 

ARRAY Name ： flrray-1 - Mirrored 

ID Type 

0 Mirr 
1 Mirr 


i - Continue? - 1 



28. 「Create Array ?」 の確認メッセージが表示されますので、 「 Yes 」 を選択します。その後 、 「Are you sure 」 の確 
認メッセージが表示されますので、 「 Yesj を選択します 。 [Driver Background Task Priority ] が表示される場 
合は、 Priority のどれを選択しても問題ありませんが [High - Build fastest , high CPU usage ] を選択します。 
その後、 Create が実行されます。 ^ ^ 


The tollowing dnves contain a valid part it ion 
table or boot block ： 

(ID ： 0) SEAGATE ST 373453 LC 
(ID ： 1)SEAGATE ST 373453 LC 
When a RAID array is created, this information 
w \11 be destroyed. 



29 .「Build Completed 」 と表示されたら完了です。 

















30. 作成した Array を選択し、 Array の設定画面を表示します。 


Adaptec く SCSISelect(TM) > Utility v4.3 し 

- HI C- 7901 at slot 00, 02 ： 03：00 

Create, Spare, Delete, Rebuild, Uenfy, Bootable — 


ARRAY Name: flrray-1 - Mirrored 

ID Type Uendoi 

0 Mirrored (Rl) MRXT0I 

1 Mirrored (Rl) MflXTOI 



Uendor 

Product 

Size 

Statu; 

MAXTOR 

RTLRS15K2_36SCR 

36GB 

Opt i m; 

MAXTOR 

RTLflS15K2_36SCfl 

36GB 

Opt i m< 


■ 


31.[ Bootable ] を指定し、[〇 ption ] 画面が表示されますので 「Mark Bootable 」 を選択する。23項で設定している 
場合は必要ありません。次へ進んでください。 [ Bootable ] のメニューが無い本体装置は設定する必要があり 


ませんので、次へ進んでください。 



32. 選択した Array の行頭に [ B ] のマークがついていることを確認します。 

■へ：--…. 



|B 0 Mirrored (Rl) 


ADAPTEC flrray-1 


































33. 画面下のコマンドを參照しながら SCSI BIOS ユーティリティを終了し、 Windows を起動する。ログオン後、 
ハードウェアウィザードが起動されます。 

ヒント 

ハードウェアウィザードが起動されるまで、しばらく時間がかかる事があります。 

34. [—覧または特定の場所からインストールする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合、ハードウエアウイザードの検索開始のウィンドウで [次へ] をクリックします。 



35. [検索しないで、インストールするドライバを選択する]を選択して、[次へ]をクリックする。[デバイスドライバ 
の選択]ウインドウが表示され 、 [Adaptec AIC -7901 HostRAID driver ] が表示されます。 

ヒント 

Windows 2000の場合、[ハードウエアデバイスドライバのインストール]ウインドウで[このデバイスの既知のドライバを表示して、 
その一覧から選択する]を選択してください。 


新しい八-ドウ I ア©技出ウィザー 


技索とインストール®オプションを透んでください。 


r 次の埸所で最適のドライパを検索する迄） 

下のチ：[ックボックスを使って、リムルメディアや□一カルパスから検索で•きます。検索された最適のドラ 
ィパがィンストルされます。 

F リムーパブルメディア（フ□ッビ' CD - ROM など〉を検索 ( M > 

厂次の埸所を含め碰 

| D^V^N NT^O E M F D¥ DOTN ET^ F D1 ▼ 丨 #PS(R) 

^ 酵じ奶で;;.石奸刁觸丽パ^ ^ 職 

一罵からドライパを逞択するには、このオブシヨンを逞〇ます。逞択されたドライパは、八-ドウ：[アに最適のもの 
と(挪りません。 



く戻が B ) 」次へ ( N >> ] _キやンセル」 


36. [次へ]をクリックする。[ハードウエアのインストール開始]ウインドウが表示されます。 









































37. [続行]をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合、[デバイスドライバのインストール開始]ウインドウが表示されるので、 [次へ] をクリックします。 
ヒント 


続いて、[デジタル署名が見つかりませんでした]のウィンドウが表示されるので、[はい]を選択します。 


ハード〇1ア®インストール 


上 


このハードウI ア： 

Adaptec AIC-7901 Host RAID driver 


を使用するため(こインストルしようとしているソフトウ I アは、こ (W トジョン® Win 
dows との互換性を検 i 正する Windows ロゴテスト(こ合格していません。 

( T. ①亍ストが 垂垔 で•ある 珅由） 

インスト'-ルを g 行した場合、システムの助作が指なわれた<3、システム 
が不安定など、重大な闻筈を引き起こす要因とな5河锘性があり 
ます。今すぐインストールを中断し 、 Wmdows ロゴテストに合格したリフ 
トウ：[アが入手可笛かどうか、八ードウ I アベンター t 確 S されることを、 
Microsoft 兹く feSUb します。 


続行 ◎ |0フ XFM) •序疋 pi| 


[ディスク挿入]のウィンドウが表示されます。 


38. 手順11.で使用した媒体をセツトして [ OK ] をクリックする。[新しいハードウエアの検索ウイザードの完了]ウイン 
ドウが表示されます。 




39. [完了]をクリックする。その後、再度ハードウェアウィザードが起動さる場合があります。その場合は、次へ進 
んでください。 

ヒント 

Windows 2000の場合、再起動の要求ウィンドウが表示される場合があります。この場合、[いいえ]を選択してください。 































40. [一覧または特定の場所からインストールする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合、ハードウエアウイザードの検索開始のウィンドウで [次へ] をクリックします。 



41. [検索しないで、インストールするドライバを選択する]を選択して、[次へ]をクリックします。 

ヒント 

Windows 2000の場合、 [ハー ドウエアデバイスドライバのインストー ル] ウインドウで[このデバイスの既知のドライバを表示して、 
その一覧から選択する]を選択してください。 



42. [システムデバイス]を選択し、[次へ]をクリックします。 

ヒント 

Windows 2000の場合、 [ハー ドウエアの種類]の[システムデバイス]を選択してください。 



































43. [ディスク使用]をクリックします。 

ヒント 


Windows 2000の場合、[デバイスドライバの選択]の[ディスク使用]を選択してください。 


新しい八ードウ: L ア®検出ウィザード 


こ®八ードウIア®ため t インストールするデパイスドライパを S 択してください。 





を ㈣ し繼 U インス ト祕ドライ腑 



モデル 


.VACPI Fixed Feature ボタン 
3 ^ ACPI Lid 
: V 腿スリーブボタン 
せ ACPI ファン 


項 


^ このドライパはデジタル署名されています。 
ドライパ (DS 名が垂垔な珅由 


d 

ディスク使用 ( 沙...」 


く戻る迫）」次へ (N>> ] _ キャンセル」 


44. [製造元のファイルのコピー元]にドライバの格納フォルダを指定して [ OK ] をクリックします。モデルの一覧が 
表示されます。 

ヒント 

ドライバの格納フォルダは手順11.で使用した媒体を指定してください。 


フロゥビーディスクからインストール 


a I 况 I 

キャンセル i 


製造元のファイルのコピー元む〉： 

_ j 参照®... | 


45. [次へ] をクリックする。 [ハ ードウエアのインストール開始]ウイザードが表示されます。 









































46. [はい]を選択する。 

ヒント 

Windows 2000の場合、[デジタル署名が見つかりませんでした]のウィンドウが表示されます。[はい]をクリックしてください。 



47. [完了]をクリックします。再起動の要求ウィンドウが表示されますので、[はい]を選択します。 

ヒント 

再起動の要求ウィンドウが表示されるまで、しばらく時間がかかることがあります。 



48. 再起動後、「スタ _ 卜」メニューから「すベてのプログラム」—「管理ツール」—「コンピュータの管理」を起動す 
る。 

ヒント 

Windows 2000の場合、「スタート」メニューから「プログラム」 — 「管理ツール」 — 「コンピュータの管理」を起動します 
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49. 「デバイスマネージヤ」から「 ！ 」が付いている 「 AdaptecAIC -7901 HostRAID driver 」 を選択する。 



逞折したデパイス①ドライパを則除しま言。 r '! 

50. く〇 ㊀㈣㊀ ンキーを押す。確認メッセージが表示されます。 

51. [ OK ] をクリックする。 



52. ドライバが削除されたことを確認する。 



以上でマイグレーションの手順は終了です。 











































